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食
品
加
工
の
総
合
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
・

ア
ル
ス
（
大
阪
市
西
区
、

山
本
格
万
社
長
）
の
バ
ッ

チ
連
続
脱
水
機
「
ア
ル
・

バ
ッ
チ
Ｃ
」、水
槽
内
で
水

流
を
つ
く
る
自
動
反
転
洗

浄
装
置
「
ア
ル
・
ウ
ェ
ー

ブ
」
な
ど
各
種
加
工
機
械

が
、
省
力
化
、
省
人
化
、

ス
ピ
ー
ド
化
な
ど
生
産
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
喜

ば
れ
て
い
る
。
同
社
で
は

食
品
加
工
業
界
で
長
年
に

わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
経

験
と
高
い
技
術
力
で
、
多

く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
支
持

さ
れ
続
け
て
い
る
。

震
災
復
興
地
で
ワ
カ
メ

加
工
用
に
多
く
活
用
さ
れ

て
い
る
脱
水
機
「
ア
ル
・

バ
ッ
チ
Ｃ
」
は
、
ワ
カ
メ

を
入
れ
た
ザ
ル
か
ご
を
投

入
コ
ン
ベ
ア
に
乗
せ
る
だ

け
で
ワ
カ
メ
の
投
入
排
出

が
可
能
。
従
来
は
人
手
で

行
っ
て
き
た
重
労
働
を
解

消
。
震
災
後
、
岩
手
や
宮

城
な
ど
に
も
納
入
さ
れ

て
、
重
労
働
の
解
消
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
人
手
不
足

の
解
消
に
も
役
立
っ
て
い

る
。
脱
水
時
間
は
タ
イ
マ

ー
操
作
で
簡
単
に
変
更
可

能
。
脱
水
が
終
わ
れ
ば
ザ

ル
か
ご
ご
と
自
動
的
に
排

出
さ
れ
る
。
バ
ッ
チ
式
と

比
べ
て
脱
水
作
業
を
大
幅

に
省
力
化
し
た
。

ま
た
、
「
ア
ル
・
ウ
ェ

ー
ブ
」
は
、
従
来
型
洗
浄

機
の
循
環
ポ
ン
プ
、
配
管

を
な
く
し
て
す
っ
き
り
し

た
設
計
。
マ
グ
ネ
ッ
ト
方

式
で
水
流
を
起
こ
す
こ
と

で
サ
ニ
タ
リ
ー
性
を
考
え

た
食
品
洗
浄
機
に
な
っ
て

い
る
。

脱
水
機
や
洗
浄
機
の
ほ

か
に
も
、
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ベ
ア
、
電
解
次
亜
水
生
成

装
置
、
食
品
添
加
物
・
除

菌
洗
剤
な
ど
メ
ー
カ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
提
供
。

省
力
化
機
械
の
独
自
設
計

・
別
注
規
格
品
も
提
供

し
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

ま
で
歩
留
ま
り
の
向
上
や

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
考
え

て
、ト
ー
タ
ル
で
支
援
し
、

同
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
は

全
国
で
広
く
活
躍
し
て
い

る
。同

社
で
は
引
き
続
き
提

案
型
企
業
と
し
て
、
ト
ー

タ
ル
支
援
体
制
で
仕
上
が

り
製
品
の
品
質
向
上
、
歩

留
ま
り
向
上
に
向
け
た
サ

ー
ビ
ス
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

人
材
不
足
に
苦
し
む
現

場
の
省
力
化
を
手
助
け
す

る
、
多
数
の
水
産
機
械
を

揃
え
る
フ
ィ
レ
ス
タ
販
売

（
平
口
克
美
社
長
）
が

近
く
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
、
大
型

魚
か
ら
小
型
魚
ま
で
こ
れ

一
台
で
対
応
可
能
な
「
ウ

ロ
コ
取
り
機
」
の
最
新
型

（
Ｆ
Ｇ
Ｐ

型
）
の
受

注
台
数
が
順
調
に
伸
び
て

い
る
。
機
能
強
化
と
ス
リ

ム
化
を
同
時
に
実
現
し

た
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

し
か
な
い
作
業
場
に
も
納

入
が
で
き
る
。

上
は
一
尾
８

か
ら
下

は
３０
〜
４０

ま
で
と
対
応

で
き
る
魚
の
サ
イ
ズ
は
本

当
に
幅
広
だ
。
従
来
も
一

定
程
度
の
サ
イ
ズ
に
は
一

台
で
対
応
し
て
い
た
が
、

平
口
社
長
は
「
真
の
意
味

で
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
に

仕
上
が
っ
た
」
と
自
信
を

深
め
る
。
本
体
は
幅
７
５

０

×
長
さ
１
０
５
０

×
高
さ
１
９
０
０

と
、

従
来
機
種
に
比
べ
約
４０
％

コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い

る
。も

と
も
と
使
用
す
る
水

量
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

た
も
の
を
最
新
機
種
で
は

さ
ら
に
絞
り
込
ん
で
一
分

当
た
り
１２
〜
１８

に
し

た
。
前
世
代
か
ら
価
格
が

据
え
置
か
れ
て
い
る
の
も

う
れ
し
い
。
人
手
を
要
す

る
ウ
ロ
コ
取
り
作
業
の
自

動
化
に
貢
献
す
る
。

全
自
動
ス
ラ

イ
サ
ー
人
気

下
処
理
を
終
え
た
魚
の

フ
ィ
レ
ー（
三
枚
お
ろ
し
）

や
ロ
イ
ン
（
四
ツ
割
リ
）

か
ら
職
人
の
手
を
借
り
ず

に
刺
身
ス
ラ
イ
ス
を
量
産

す
る
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
全

自
動
刺
身
ス
ラ
イ
サ
ー
」

に
も
改
め
て
注
目
し
た

い
。
従
来
機
種
な
ら
２５

前
後
、
大
型
機
種
な
ら
５０

前
後
の
フ
ィ
レ
ー
や
ロ

イ
ン
に
対
応
で
き
る
。

昨
年
デ
ビ
ュ
ー
し
た
大

型
機
種
の
場
合
、
熟
練
の

職
人
で
も
一
分
に
６０
枚
切

り
取
る
の
が
限
界
の
と
こ

ろ
、
一
分
で
３
０
０
枚
量

産
す
る
。
機
械
の
外
に
出

た
「
ジ
グ
ユ
ニ
ッ
ト
」
に

置
く
だ
け
で
よ
く
、
機
械

の
内
部
へ
の
取
り
込
み
か

ら
カ
ッ
ト
、
取
り
出
し
ま

で
が
す
べ
て
自
動
だ
。

切
る
角
度
や
厚
み
も
自

由
自
在
に
調
節
。
機
械
だ

か
ら
要
求
さ
れ
た
規
格
に

き
っ
ち
り
合
っ
た
ス
ラ
イ

ス
が
で
き
る
。
産
地
加
工

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中

で
、
導
入
を
進
め
る
企
業

が
増
加
し
て
い
る
。

水産庁が公表した水産加工業者に対する東日本
大震災からの復興状況アンケート（第５回）結果
によると、売り上げが「８割以上回復している」
と回答した企業は全体で４５％。昨年の第４回結果
（４７％）から変化なく、加工業の販路回復が遅れ
ている。
生産能力が「８割以上回復」した企業は、全体
の６１％と前回調査より３ 上昇。比較的被害の小
さかった青森で１００％と回答され、岩手６７％、宮
城６６％、茨城６８％と７割近くが回復している。し

かし、東京電力福島第一原発事故の影響が大きい
福島は３７％。福島では漁業とともに水産業の復興
が遅れているのが実態だ。
復興の問題点としては「人材確保」が全体の２９
％と最も高かった。次いで「原材料の確保」（２７％）

で、前回最も高かった「販路の確保・風評被害」（２６
％）は、わずかな差だが３番目となっている。県
別でも順位は異なっており、地域ごとに抱える課
題が違うことも示唆される。
調査は５県（青森、岩手、宮城、福島、茨城）

を対象に実施。水産加工団体である全水加工連、
全かま連、全珍連に所属する８１４社を対象にアン
ケートし、２５％に当たる２０２企業から回答を得て
取りまとめた。

ア

ル

ス

デ
ー
タ
で
み
る
復
旧•

復
興

（第３種郵便物認可）

※無回答２件

◎被災地の水産加工業の復興状況について、２０１７年１１月～１８年１月にアンケート調査を実施。
◎青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県の５県全体で、売り上げが８割以上回復した業者は４５％。売り上げの回復は依然として
遅れている。
◎復興における問題点は、人材確保が２９％で最も高くなった。原材料の確保（２７％）、販路の確保・風評被害（２６％）も顕在化した。

資料：２０１８年３月２日公表 水産庁「水産加工業者における東日本大震災からの復興状況アンケート（第５回）」

トータルでサポート
省力化、生産性向上に

重労働だったワカメの脱水などでも労力を大幅に
軽減する「アル・バッチＣ」

復興における問題点

原
材
料
確
保
の
問
題
点

人
材
確
保
の
問
題
点

一
台
で
ウ
ロ
コ
取
り
対
応

最
新
機
種
受
注
伸
び
る

フ
ィ
レ
ス
タ
販
売

※無回答２件

東日本大震災からの
水産の復旧・復興状況

（２０１８年３月）

水産加工・流通施設の復旧・復興について
－水産加工業の復興状況について－

売り上げの回復状況

２０１８（平成３０）年３月９日（金曜日）

販
路
回
復
で
必
要
な
施
策

販路回復遅れが続く
売上げ８割回復は４５％にとどまる

ウ
ロ
コ
取
り
機
の
最
新
機
種
「
Ｆ
Ｇ
Ｐ

型
」

「
全
自
動
刺
身
ス
ラ
イ
サ
ー
」
の
大
型
機
種

「
Ｆ
Ｓ
Ｌ

５０
」

７


